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光
線
療
法
を

取
り
入
れ
る
利
点

不
妊
症
は
妊
娠
を
望
む
性
行
為
が

あ

っ
て
２
年
間
妊
娠
し
な
い
場
合
と

さ
れ
、
そ
の
割
合
は
１０
組
に
１
組
程

度
で
、
原
因
は
女
性
側
４０
～
５０
％
、

男
性
側
３０
～
４０
％
、
原
因
不
明
１０
～

２０
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
不
妊
症
で
悩
ん
で
い
る

ご
夫
婦
が
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
取

り
入
れ
て
も
、
妊
娠
す
る
保
証
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
温
か
く
て
気
持
ち
の

良
い
光
線
を
浴
び
る
だ
け
で
、
脳
下

垂
体
前
葉
か
ら
分
泌
さ
れ
る
性
腺
刺

激
ホ
ル
モ
ン
を
介
し
て
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
を
促
し
、
自
律
神
経
機
能
を

調
整
し
て
血
液
循
環
を
促
進
し
て
冷

え
性
を
改
善
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
生

成
す
る
な
ど
、
妊
娠
に
つ
な
が
る
効

果
が
期
待
出
来
ま
す
か
ら
、
取
り
入

れ
る
利
点
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

光
線
と

性
ホ
ル
モ
ン
の
関
係

光
線
が
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
例
で
例

示
し
ま
す
。
北
極
圏
で
暮
ら
す
エ
ス

す
。
そ
れ
に
対
し
実
験
的
に
絶
え
ず

光
線
に
さ
ら
し
続
け
た
ネ
ズ
ミ
の
卵

巣
は
速
や
か
に
成
熟
し
、
排
卵
を
促

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
象
に
は
、
視
覚
器
や

皮
膚
細
胞
に
あ
る
光
受
容
細
胞
が
可

量
は
、
光
線
を
浴
び
る
環
境
の
５０
～

１００
倍
に
な
る
た
め
、
エ
ス
キ
モ
ー
の

女
性
の
場
合
、
脳
脊
髄
液
中
や
血
液

中
の
メ
ラ
ト

ニ
ン
濃
度
が
高
く
な
り

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
抑
制
し
た
結

果
、
月
経
は
止
ま
り
妊
娠
率
が
低
下

し
た
の
で
す
。
他
方
、
光
線
に
さ
ら

し
続
け
ら
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
メ
ラ
ト

ニ

ン
は
低
い
値
の
ま
ま
推
移
し
ま
す
か

ら
、
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
促
し
、

性
成
熟
を
促
し
た
の
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
妊
娠

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
欠
乏
状
態
の
オ
ス
の
マ
ウ
ス
で

は
、
精
子
の
数
の
減
少
だ
け
で
な
く

運
動
能
な
ど
質
の
低
下
を
認
め
、
受

精
能
力
が
低
下
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
状
態
の

マ
ウ
ス
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
カ
ル
シ
ウ

ム
を
補
充
す
る
と
、
生
殖
機
能
が
正

常
に
復
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

不
妊
治
療
は
ご
夫
婦
で

不
妊
症
の
原
因
は
男
攻
両
性
に
あ

り
得
ま
す
か
ら
、
妊
娠
を
望
ん
で
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
取
り
入
れ
る
と

し
た
ら
、
成
功
率
を
高
め
る
た
め
に

も
、
ご
夫
婦
で

一
緒
に
受
け
る
こ
と

を
お
奨
め
し
ま
す
。

雌

夏
季
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時
休
業
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ら
せ
濡
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０
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が
止
ま
り
妊
娠
一　
　
　
　
　
サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨
タ
ミ
ン
Ｄ
受
容

爾
いいドギ
一‥‥１
・一…
鑓
一・…宇螂ず
満
‐・・̈率い時藍

減
退
し
ま
す
。
ま
た
北
極
圏
に
近
い

一
視
光
線
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
性
ホ
ル

一
タ
ミ
ン
Ｄ
は
生
殖
機
能
に
影
響
を
及

北
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
既
婚
女
性
６

一
モ
ン
の
分
泌
を
抑
制
す
る
作
用
が
あ

一
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

０
０
０
人
を
対
象
に
妊
娠
率
の
季
節

一
る
松
果
体
ホ
ル
モ
ン
の
メ
ラ
ト

ニ
ン

一
　

実
験
的
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
状
態

変
動
を
５
年
間
追
跡
調
査
し
た
結
果
、

一
の
合
成
を
抑
制
し
て
分
泌
量
を
減
少

一
に
し
た
メ
ス
の
マ
ウ
ス
で
は
、
子
宮

日
照
時
間
が
延
び
る
５
月
か
ら
７
月

一
さ
せ
、
性
成
熟
を
促
す
こ
と
が
関
わ

っ

一
の
発
育
不
良
、
卵
巣
が
産
生
し
分
泌

に
高
く
、
日
照
時
間
が
極
端
に
短
い

一
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
光
線
を
浴
び

一
す
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
値
は
低
く
、

冬
の
１
月
～
２
月
に
最
低
に
な
り
ま

一
な
い
環
境
の
メ
ラ
ト

ニ
ン
の
分
泌

一
排
卵
が
抑
制
さ
れ
て
不
妊
に
な
り
易
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は

じ
め

に

日
本
人
の
死
因
の
第

一
位
は
悪
性

腫
瘍
で
、
全
体
の
約
三
分
の

一
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
第
二
位
は
心
疾
患

で
約
１６
％
、
第
二
位
が
脳
血
管
疾
患

で
約
１０
％
と
続
き
ま
す
。
心
疾
患
と

脳
血
管
疾
患
を
ま
と
め
て
血
管
の
病

気
と
し
て
捉
え
る
と
、
悪
性
腫
瘍
と

ほ
ぼ
同
数
の
方
が
、
血
管
の
病
気
で

お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
い
る
と
い
う

現
実
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

以
前
の
日
本
で
は
、
塩
分
の
過
剰

摂
取
に
よ
る
高
血
圧
か
ら
、
細
い
血

管
の
破
綻
を
引
き
起
こ
す
脳
出
血
が

多
く
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
塩
分

摂
取
制
限
と
い

っ
た
食
事
面
で
の
変

革
が
功
を
奏
し
、
こ
の
よ
う
な
旧
東

北
型
の
血
管
病
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
代
わ
り
に
食
生
活
の
欧
米
化

に
と
も
な
い
、
太
い
血
管
の
動
脈
硬

化
か
ら
起
こ
る
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

と
い

っ
た
血
管
病
が
増
え
て
お
り
、

働
き
盛
り
の
世
代
に
も
広
が
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。

血
管
の
構
造

‘
動
脈
と
静
脈
～

血
管
は
大
き
く
動
脈
と
静
脈
に
分

け
ら
れ
ま
す
が
、
両
者
、
似
か
よ

っ

た
構
造
を
し
て
い
て
、
血
管
壁
は
、

内
側
か
ら
、
内
皮
細
胞
、
基
底
膜
な

ど
か
ら
な
る
内
膜
、
平
滑
筋
を
主
体

と
し
た
中
膜
、
線
維
性
結
合
組
織
か

ら
な
る
外
膜
の
三
層
構
造
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

動
脈
壁
に
は
高
い
圧
力
が
か
か
る

た
め
、
平
滑
筋
が
多
く
、
血
管
壁
は

厚
く
、
弾
力
に
富
ん
だ
構
造
を
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
、
静
脈
に
は
高

い
圧
力
は
か
か
ら
な
い
た
め
、
血
管

壁
は
薄
く
、
血
液
の
逆
流
を
防
ぐ
た

め
の
弁
が
付
い
て
い
ま
す
。

動
脈
硬
化
の
進
展

動
脈
硬
化
は
、
動
脈
の
内
腔
が
狭

く
な
っ
た
り
、
血
管
壁
の
弾
力
が
失
わ

れ
た
状
態
で
あ
り
、
多
く
の
血
管
の

病
気
の
主
因
と
さ
れ
、
高
血
圧
、
高

血
糖
⌒糖
尿
病
）、
悪
玉
（Ｌ
Ｄ
Ｌ
）コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
肥
満
、
体
質
、
喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
誘
因
と
さ
れ
ま
す
。

以
下
が
そ
の
進
展
過
程
で
す
。

①
血
管
壁
の
内
側
に
あ
る
内
皮
細
胞

が
傷
つ
き
、
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
。

②
傷
の
隙
間
か
ら
、
血
管
壁
内
に
異

物
（Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）が

侵
入
。

③
活
性
酸
素
の
攻
撃
を
受
け
、
酸
化

」
Ｄ
」
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
変
化
。

④
免
疫
シ
ス
テ
ム
作
動
。
血
液
中
の

単
球
が
血
管
壁
に
入
り
、
マ
ク

ロ

フ
ァ
ー
ジ
に
変
化
。

⑤

マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
、
酸
化
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
食
べ
て
、

泡
沫
細
胞
に
変
化
。

⑥
そ
れ
ら
が
蓄
積
し
、
血
管
内
膜
に

こ
ぶ
状

の
隆
起
⌒動
脈
硬
化
性
プ

ラ
ー
ク
）を
形
成
。

⑦

一
方
で
高
血
糖
が
続
く
と
、
Ａ
Ｇ

Ｅ
（終
末
糖
化
産
物
）と
い
う
悪
玉

物
質
が
血
中
に
増
加
。

③
Ａ
Ｇ
Ｅ
も
血
管
壁
に
侵
入
し
や
す

く
、
プ
ラ
ー
ク
の
中
に
入
り
込
ん

で
動
脈
硬
化
を
促
進
。

⑨
血
管
が
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

く
な

っ
た
時
、
プ
ラ
ー
ク
が
破
裂

し
血
栓
に
よ
る
閉
塞
。

動
脈
の
病
気

動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
血
管

が
つ
ま

っ
た
り
、
破
れ
た
り
し
て
、

様
々
な
疾
患
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

脳
卒
中
（脳
梗
塞
、
脳
出
血
）、
虚
血

性
心
疾
患
（狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）、

腎
硬
化
症
、
大
動
脈
瘤
、
閉
塞
性
動

脈
硬
化
症
な
ど
、
全
身
の
血
管
に
動

脈
硬
化
は
波
及
す
る
こ
と
か
ら
、
最

近
で
は
、
血
管
ケ
ア
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

静
脈
の
病
気

心
臓
よ
り
高
い
静
脈
血
は
、
重
力

に
よ
り
心
臓

へ
戻
り
ま
す
が
、
心
臓

よ
り
低
い
静
脈
血
は
、
筋
肉
の
収
縮

と
逆
流
を
防
ぐ
静
脈
弁
に
よ
り
押
し

上
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
静
脈
の
病

気
の
ほ
と
ん
ど
は
、
下
肢
静
脈
に
起

こ
り
ま
す
。

何
ら
か
の
原
因
で
、
弁
が
壊
れ
て
、

深
部
静
脈
か
ら
表
在
静
脈
に
血
液
が

逆
流
し
、
下
肢
の
表
在
静
脈
が
拡
張

し
、盛
り
上
が
り
、
コ
ブ
の
よ
う
に
な
っ

た
状
態
が
下
肢
静
脈
瘤
で
、
長
時
間

の
立
ち
仕
事
、
妊
娠

・
出
産
、
遺
伝

的
素
因
が
関
係
し
て
発
症
し
ま
す
。

深
部
静
脈
血
栓
症
で
は
、
静
脈
の

う

っ
滞
が
原
因
で
、
深
部
静
脈
に
血

栓
を
形
成
し
、
こ
の
血
栓
が
、
剥
が

れ
て
血
流
に
乗

っ
て
運
ば
れ
、
肺
の

血
管

に

つ
ま
り
、
肺
血
栓
塞
栓
症

（ェ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
）を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

血
管
病
と
光
線
療
法

血
管
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
食
事
療
法

や
運
動
療
法
が
大
切
な
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ

ド

ッ
ク
ス
を
抑
え
て
、
動
脈
硬
化
の

進
展
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
足
裏
を
含
め
た
下
肢
の
照
射

に
よ
り
、
下
肢
の
血
液
循
環
の
改
善

が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
心
臓
を
合
め

た
循
環
器
系
全
体
の
負
荷
軽
減
に
有

効
で
す
。
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第
十
七
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

第
十
七
期
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
は
、
予
定
通
り
、
下
記
の

日
程
で
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
に

て
開
催
。

十

日
（土
）

二
十
九
日
（金
）

六
月
二
十
八
日
（木
）

受
講
者
紹
介
は
次
回

「
健
康
と
光

線
」
１０
月
号
に
て
掲
載
予
定
で
い
ま

す
。医

療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

光
線
療
法
に
関
す
る
治
験
例
の
報
告

を
中
心
と
し
た
研
究
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、　
一
般
の
方
や
ご
愛
用

者
の
方
々
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

¨
十
月
二
十
七
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
光
線
治
療

院
を
開
業
さ
れ
ご
活
躍
中
の
先
生
方

や
、
光
線
治
療
師
の
資
格
を
取
得
さ

れ
、
光
線
療
法
の
啓
蒙

・
普
及
活
動

に
携
わ

っ
て
い
る
先
生
方
を
ご
紹
介

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ナ
カ
ザ
ワ
光
線
治
療
院

中
澤
　
淑
江
治
療
師

⌒十

二
期
）

電
話

¨
〇
四
二
一
下
三
二
‐
八
二
三
七

住
所

¨
東
京
都
三
鷹
市
井
口

三
―
十
五
―
二
七

交
通

¨
Ｊ
Ｒ

・
中
央
線
武
蔵
境
駅

南
口
よ
り
徒
歩
八
分

一
言

一
あ
る
日
、
突
然
、
耳
鳴
と
難

聴
を
認
め
、
病
院
で
突
発
性
難
聴
と

診
断
さ
れ
、
薬
物
治
療
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
改
善
し
な

か

っ
た
た
め
、
漢
方
と
鍼
治
療
を
併

用
。　
一
進

一
退
が
続
き
、
他
の
治
療

法
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
栄
養
士

会
の
集
ま
り
の
会
食
の
席
で
、
隣
に

座
ら
れ
た
先
生
か
ら
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
の
こ
と
を
伺
い
、
早
速
、
サ

ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
開
始
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
徐
々
に
耳
の
症

状
は
回
復
。
現
在
は
、
食
事
療
法
と

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
で
、
心
身
を
温

か
く
、
健
康
に
保

つ
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
良
さ
を
感

じ
始
め
て
い
た
頃
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

治
療
師
養
成
講
座
を
知
り
、
勉
強
し

よ
う
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。
三

日
間
の
講
義
を
修
得
し
て
、
サ
ナ
モ

ア
の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
病
気
で
つ
ら
い
思
い
を

し
て
い
る
多
く
の
人
の
た
め
に
、
少

し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
、

光
線
治
療
院
を
開
院
し
ま
し
た

の

で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま

せ
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
ご
本
人
様
よ
り
、
写
真
は
ご
遠
慮

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た

の
で
、
掲
載
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
）

徐 募 集 器

当協会 の処 た に賛月 され 、

サナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 ける方 、治療 院 の

開 業 を検 吉すなさ りた い方 は、

お F・Rい合 わせ くだ さ い

サナモア光線治療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日 黒 1-23-11
TEL (03)5759Ⅱ -3710
FAX (03)5759--3720
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□
□
回
□
□

慢
性
胃
炎
を
サ
ナ
モ
ア
で
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
健
太
郎
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

症
例
　
７２
歳
　
男
性

症
状
　
定
期
健
診
に
て
胃
潰
瘍
の
疑

い
を
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
専
門
医
に

診
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
慢
性
胃
炎

と
説
明
を
受
け
、
薬
物
治
療
を
開
始

さ
れ
た
。
以
前
か
ら
、
薬
嫌
い
の
性

質
で
、
受
け
取

っ
て
き
た
薬
を
目
の

前
に
悩
ん
で
い
る
時
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
を
愛
用
し
て
い
る
妹
か
ら
、

サ
ナ
モ
ア
を
強
く
勧
め
ら
れ
て
来
所

し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
最
初
Ｂ
Ｄ

カ
ー
ボ
ン
を
使
用
し
、
集
光
器
を
用

い
て
、
上
腹
部

（胃
）
を
３０
分
照
射
。

そ
の
後
、
腹
部
全
体
を
３０
分
、
腰
部

３０
分
、
背
部
２０
分
照
射
し
て
か
ら
、

Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
に
変
更
し
、
足
裏
２０

分
、
ふ
く
ら
は
ぎ
２０
分
、
膝
１０
分
を

照
射
し
た
。

翌
日
か
ら
の
自
宅
治
療
は
、
同
様

の
方
法
に
て
、
一
日
に
二
回
照
射
す

る
こ
と
を
指
示
。
治
療
の
際
、
照
射

器
と
身
体
と
の
間
隔
は
、
温
か
く
気

持
ち
よ
い
と
感
じ
る
距
離
で
行
う
よ

う
注
意
し
た
。
他
に
は
、
消
化
の
良

い
食
事
で
、
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
を

併
せ
て
指
導
し
た
が
、
そ
の

一
か
月

後
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
心
嵩
部
に

認
め
た
不
快
感
は
す

っ
か
り
解
消
し
、

ゲ

ッ
プ
の
回
数
は
減
り
、
食
欲
も
で

て
、
体
調
は
改
善
傾
向
に
あ
る
と
話

さ
れ
た
。

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
に
よ
る
虚
弱
体
質
の
改
善
効
果

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

症
例
　
７
歳
　
男
児

症
状
　
初
め
て
母
親
と

一
緒
に
当
院

を
受
診
し
た
時
に
は
、
顔
色
は
青
自

く
、
痩
せ
て
お
り
、
母
親
に
よ
れ
ば
、

と
に
か
く
風
邪
を
ひ
き
や
す
く
、
熱

を
だ
し
や
す
い
と
の
こ
と
。
当
然
の

よ
う
に
、
学
校
も
体
み
が
ち
と
な
り
、

何
か
い
や
な
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
学

海
渡
　
一
一
言
一氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

校
に
行
き
た
が
ら
ず
、
体
育
の
授
業

は
見
学
す
る
こ
と
も
頻
繁
で
、
何
と

な
く
、
覇
気
を
感
じ
な
い
と
の
こ
と

で
あ

っ
た
。
体
は
冷
た
く
、
母
親
の

心
配
は
絶
え
な
い
と
い

っ
た
状
況
で

あ

っ
た
が
、
母
親
自
身
も
、
精
神
的

に
不
安
定
な
面
が
あ
り
、
病
院
で
自

律
神
経
失
調
症
と
言
わ
れ
て
い
た
と

い
う
の
で
、
親
子
で
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
Ａ
Ａ
カ
ー

ボ
ン
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
顔
面
、

腰
部
、
膝
に
１０
分
、
次
に
後
頭
部
と

腹
部
に
１０
分
照
射
。
足
裏
に
は
３０
分

照
射
。
さ
ら
に
、
仰
臥
位
と
し
、
左

耳
、
有
胸
部
ヽ
左
膝
側
面
を
１０
分
照

射
。
さ
ら
に
、
有
耳
、
左
胸
部
、
有

膝
側
面
を
１０
分
照
射
し
た
。
治
療
は

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
芯
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ
つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

・
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

＊

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「
は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

約

一
年
に
わ
た

っ
た
が
、
徐
々
に
、

顔
色
は
良
好
と
な
り
、
体
力
も

つ
い

て
き
て
、
風
邪
も
ひ
き
に
く
く
な

っ

た
。
さ
ら
に
、
続
け
た
と
こ
ろ
、
少

し
体
重
も
増
え
て
、
学
校
の
体
育
に

も
休
ま
ず
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
と
、
母
親
は
大
変
喜
ば
れ
て
、　
一

安
心
と
い

っ
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
母

親
の
方
も
合
わ
せ
て
継
続
治
療
を
し

て
い
る
。

は
つ
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□
□
回
□
□

臀
部
か
ら
下
肢
に
か
け
て
の

し
び
れ
が
サ
ナ
モ
ア
で
改
善

武
蔵
野
市
　
カ
ワ
グ
チ
光
線
整
体
療
法
院

川

口
　

一
憲
氏
報
告

丁
匡
Ｌ
Ｏ
四
三
二
―
ニ
ニ
ー
三
九
九
〇

感
さ
れ
来
院
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
Ａ
Ｂ
と
Ｂ

Ｄ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
し
、
四
台
の
治

療
器
に
て
、
４５
分
間
、
全
身
の
基
本

照
射
を
施
行
し
た
。
そ
の
後
、
腰
部

（仙
腸
関
節
ま
で
）
と
有
背
部

（肝
）

を
１５
分
照
射
。
数
回
の
治
療
後
、
治

療
器
を
購
入
し
、
自
宅
で
の
治
療
を

開
始
。
僅
か
の
時
間
で
も
い
い
か
ら
、

毎
日
、
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
毎
日
、

３０
分
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
行

っ
て
い

る
が
、
今
で
は
、
痛
み
と
し
び
れ
は
、

ほ
ぼ
消
失
し
た
と
言

っ
て
喜
ば
れ
て

い
る
。

症
例
　
５４
歳

女
性

症
状
　
妊
娠
中
の
ぎ

っ
く
り
腰
を
き

っ

か
け
と
し
て
、
腰
痛
と
有
臀
部
、
大

腿
か
ら
足
先
に
か
け
て
の
し
び
れ
を

自
覚
。
病
院
の
検
査
で
は
、
第
二
、

第
二
、
第
四
腰
椎
に
狭
窄
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
手
術
治
療
に
は
至
ら
な
か

っ

た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
四
年
に
は
、

急
性
肝
炎
、
不
整
脈
、
鉄
欠
乏
性
貧

血
な
ど
を
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
症
。

思
う
よ
う
に
日
常
生
活
を
お
く
れ
ず

に
、　
一
時
期
、
入
院
加
療
と
な

っ
た

が
、
そ
の
後
も
、
過
労
が
続
く
と
、

再
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
た

不
安
を
抱
え
る
な
か
、
生
活
習
慣
の

改
善
を
基
本
と
し
、
自
然
治
癒
力
を

重
視
し
た
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
同

症
例
　
６０
歳
　
女
性

症
状
　
定
期
健
診
に
て
有
乳
癌
を
指

摘
さ
れ
、
手
術
予
定
と
な

っ
た
が
、

以
前
か
ら
サ
ナ
モ
ア
を
愛
用
し
て

い
た
た
め
、
治
療
法
の
相
談
を
合
め

□
□
回
□
□

乳
房
切
除
の
術
前
術
後
を

サ
ナ
モ
ア
で
治
療

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

束
原
　
な

つ
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
五
七
五
九
―
三
七
一〇

て
当
院
を
受
診
。
サ
ナ
モ
ア
を
術
前

か
ら
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
術

後

の
回
復
が
早
い
こ
と
を
説
明

の

上
、
術
前
か
ら
、
全
身
照
射
を
開
始

し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
四
台
の
治

療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
患
部

で
あ
る
有
胸
部

（
Ｂ
Ｄ
）、

背
部

（
Ｂ
Ｄ
）、
膝

（
Ａ
Ｂ
）、
足
裏

（
Ａ

Ｂ
）を
４０
分
照
射
。
退
院
後
は
、
す

ぐ
に
、
自
宅
で
の
治
療
を
開
始
し
て
．

い
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
当
院
に

も
、
週
に

一
、
二
回
の
ペ
ー
ス
で
来

院
。
経
過
中
、
患
部
の
痛
み
と
腫
れ

を
認
め
る
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
良
好

に
経
過
。
抗
が
ん
剤
に
よ
る
治
療
が

開
始
さ
れ
て
も
、
サ
ナ
モ
ア
を
継
続

し
て
お
り
、
現
在
、
病
院
で
の
血
液

検
査
等
に
異
常
は
な
く
、
元
気
に
過

ご
さ
れ
て
い
る
。
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ア
天
国

の
愛
犬
が
サ
ナ
モ
ア
の

大
切
さ
に
気
付
か
せ
て

く
れ
ま
し
た

東
京
都
　
一二
浦
　
登
与
子
様

家
族
の

一
員
だ

っ
た
愛
犬
が
、
昨

年
、
十
六
年
の
生
涯
に
さ
よ
な
ら
し

て
天
国
に
旅
立
ち
ま
し
た
。
歩
け
な

く
な

っ
て
か
ら
は
、
あ

っ
と
い
う
間

で
し
た
。
サ
ナ
モ
ア
の
大
好
き
な
子

で
、
も
し
サ
ナ
モ
ア
が
な
か

っ
た
ら
、

こ
れ
程
、
長
い
間
、
元
気
で
い
ら
れ

な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
サ

ナ
モ
ア
を
探
し
て
、
こ
れ
や

っ
て
よ

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
顔
が
、
今
で
も

鮮
明
に
浮
か
び
ま
す
。
息
子
に
三
日

三
晩
抱
か
れ
、
亡
く
な
る
日
は
、
サ

ナ
モ
ア
は
も
う
十
分
だ
よ
と
い

っ
た

顔
を
し
て
、
体
を
ず
ら
し
ま
し
た
。

十
二
時
の
鐘
の
音
と
と
も
に
、
神
様

に
召
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
期
に
、
あ

り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
と
、
き
れ

い
な
声
で
鳴
き
ま
し
た
。
透
き
通

っ

た
き
れ
い
な
声
で
し
た
。
癒
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
と
い

っ
た
精

一
杯

の
叫
び
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら

一
年
、
自
分
は
サ
ナ
モ

ア
を
使
い
た
く
な
い
と
い

っ
た
思
い

が
強
く
な
り
、
サ
ナ
モ
ア
ヘ
向
か
う

気
持
ち
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

体
調
の
悪
い
時
も
ひ
た
す
ら
我
慢
し

て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
愛
犬
の

に
お
い
が
プ
ン
プ
ン
す
る
の
で
す
。

ま
る
で
天
国
か
ら
私
の
愛
大
が
、
サ

ナ
モ
ア
は
体
に
い
い
か
ら
使
い
な
よ

と
言

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

以
来
、
サ
ナ
モ
ア
を
使
い
始
め
た

私
の
体
の
体
調
は
良
好
で
、
本
当
に

再
開
し
て
よ
か

っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
病
気
で
も
、
ま
ず
サ

ナ
モ
ア
を
試
し
て
み
る
こ
と
が
大
事

な
こ
と
を
、
天
国
の
愛
大
に
気
付
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

サ
ナ
モ
ア
で
体

の
隅

々
ま
で

が
活
性
化
さ
れ
て
い
く

よ
う

で
す

新
潟
県
　
匿

名

希

望

生
来
、
体
が
弱
か

っ
た
私
は
、
姉

の
家
に
遊
び
に
行

っ
た
時
、
サ
ナ
モ

ア
光
線
療
法
の
こ
と
を
知
り
、
早
速
、

使
い
始
め
ま
し
た
。
始
め
て
し
ば
ら

く
し
て
、
風
邪
を
引
き
に
く
く
な

っ

た
こ
と
に
気
が
付
き
、
日
々
、
体
力

が
つ
い
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

な
ん
だ
か
、

一
個

一
個
の
細
胞
が
、

活
性
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
今
の
自

分
に
驚
く
と
と
も
に
、
サ
ナ
モ
ア
に

は
、
本
当
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
ず

っ
と
続
け
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

理蓬蓬ζ[RA隆ョ
は、 薄謝 を贈呈致 します。

サ ナ モ ア体 験 記 の投 稿 に つ いて 、 メ ールで の

募 集 も開始 いた しま した。 下記 の ア ドレス まで 、

iお
気軽 に ご投稿 をお願 い申 しあ げます。

     i

l メールアドレス
:sanamore@hr.catv.ne.jp l

劣蜀
…

「
健
康
と
光
線
」

の
購
読
者
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
事
業

の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
剛
　
東
京
都
目
黒
区
日
黒
４
１
６
１
‐８

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
ＴＥＬ
田

一
一枇

一九
二
‐‐
五
二
以

二．

（本
紙
の
無
断
転
用
を
禁
止
し
ま
す
。
）

ヽ     ノ


